
重要事項説明 

 

１．施設運営主体 

名称 学校法人 鹿児島大谷学園 

所在地 鹿児島県鹿児島市新町２番７号 

電話番号 ０９９－２２３－６６１５ 

代表者氏名 理事長 長谷山 法雄 

 

２．施設概要（2025年 4月 1日現在） 

施設の種類 幼稚園型認定こども園 

施設の名称 認定こども園 大谷幼稚園 

電話番号 ０９９－２２３－６６１５ 

管理者 園長 鳴 一志 

利用定員 １号認定こども ２号認定こども 

１００名    ２０名 

開設年月日  昭和８年４月１日 

 

３．事業の目的及び運営の方針 

事業目的 本園の目的は、認定こども園大谷幼稚園園則（２０１６（平成２８）年

４月１日制定。以下「園則」という。）第１条に定めるとおりとする。 

本園は、教育基本法（平成１８年法律第１２０号）、学校法人法（昭和２

２年法律第２６号）、就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提

供の推進に関する法律及び子ども・子育て支援法その他の関係法令を遵

守して運営する。 

就学前の子どもに幼児教育と保育を提供する 

地域における就園していない家庭などへの子育て支援を図る 

運営方針 生きとし生けるものに等しく障りのない自由で平等な｢いのち｣を見出

す真宗保育の実践。一人ひとりの子どもを見つめ、｢遊び｣を通してのび

のびと個性的に育て、ともに生きともに育ちあう保育を目指します。 

 

４．提供する教育・保育の内容 

本園の教育・保育内容は、真宗保育を行うとともに、健康、環境、人間関係、言葉、表現

の５領域にわたって遊びを中心とした総合的な活動を行う。 

 

 

 



５. 施設・設備等の概要 

（１）施設 

敷地 敷地全体     １１８６．１６ ㎡ 

園庭      ５７３．５２ ㎡ 

園舎 構造    鉄筋コンクリート２階建 

面積  １階 教室４、職員室、給食室、トイレ   

    保護者会室、倉庫等 ５１６．４３㎡ 

 ２階 教室２、リズム室、トイレ、倉庫 

              ３１７．７７㎡ 

 

（２）主な設備 

設備  部屋数      備  考 

保育室    ６ 教室Ａ５６㎡、Ｂ５６㎡、Ｃ５３．２５㎡ 

教室Ｄ５３．２５㎡ Ｅ５６．５.㎡   

遊戯室    １ ９５．４８㎡ 

調理室    １ ２４㎡ 

トイレ    ３ １階 ２    ２階 １ 

職員室    １  

保護者会室    １  

 

 

６．職員の設置状況(2025年４月１日現在) 

 員 数 職務の内容 

 園長   １  園務総括 

副園長   １  園長補佐 子育て支援 

主幹教諭   ２  職員統括 

保育教諭・教諭・保育士   ３１  教育・保育の推進 

特別支援担当職員   １  特別支援、保護者支援 

事務   １  事務全般 

栄養士   １  献立作成業務 

調理員   ６  献立に基づく調理業務 

バス運転員   ３  スクールバス運転 

その他   ９  学童保育 フリースペース 園内研修担当 

合計   ５６  

 

 

 



７．特定教育・保育の提供を行なう日及び時間並びに提供を行なわない日 

１年を次の３学期に分ける。 

      第１学期    ４月１日から８月３１日まで 

      第２学期    ９月１日から１２月３１日まで 

      第３学期    １月１日から３月３１日まで 

開所日 １号認定 月～金曜日 

(土曜日・日曜日・祝日・園が定める休日を除く) 

夏休み ７月２１日～８月３１日 

冬休み １２月２１日～１月７日 

春休み ３月２０日～４月６日 

２号認定 月～土曜日 

（日曜日・祝日・園が定める休日を除く） 

年末年始休園日 １２月２９日～１月３日 

年度末休業日 ３月３１日 

開所時間 １号認定 ８：００～１４：００（教育標準時間は１０：００～１

４：００） 

(７：００～８：００、１４：００～１８：００、１８：

００～１９：００は別途料金で保育の利用が可能です） 

土曜日でも保育が必要な場合は一時預かりを利用する

ことができますのでご相談下さい。 

２号認定 

(保育短時間) 

８：００～１６：００ 

(７：００～８：００、１６：００～１８：００、１８：

００～１９：００は別途料金で保育の利用が可能です） 

２号認定 

（保育標準時間） 

７：００～１８：００ 

（１８：００～１９：００は別途料金で保育の利用が可

能です。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８．保育料等 

１号認定児 【毎月の費用】以下を合計した額 

基本保育料          鹿児島市の条例が定める額 

 特定教育・保育料（上乗せ徴収） 

 施設整備費              １，７００円/月額 

保育環境充実費            ２，０００円/月額 

 給食費                ３，６００円/月額 

             （主食費 600円/副食費 3,000円） 

 絵本代                  ４６０円/月額          

送迎バス代（希望者のみ但し８月除く） １，０００円/月額 

【利用に応じて必要な費用】 

 早朝延長保育料(7:00～8:00)         １００円/日  

 一時預かり保育料(14:00～18:00)       ２００円/日  

 一時預かり保育料(土曜・長期休暇日)     ２５０円/日 

 延長保育料(18:00～19:00)           １５０円/日 

※施設等利用給付認定申請による一時預かり保育料の無償化制度有 

【その他】 

 制服代・用品代など         １９，０００円程度 

 保護者会費 総会で決定(2024年度３，６００円) 

 

２号認定児 【毎月の費用】以下を合計した額 

基本保育料          鹿児島市の条例が定める額 

 特定教育・保育料（上乗せ徴収） 

 施設整備費              １，７００円/月額   

保育環境充実費            ２，０００円/月額 

 給食費(予定)             ４，５００円/月額 

（主食費 750円/副食費 3,750円） 

 絵本代                 ４６０円/月額          

送迎バス代（希望者のみ但し８月除く） １，０００円/月額 

【利用に応じて必要な費用】 

 早朝延長保育料(7:00～8:00) ※短時間児のみ １００円/日 

 延長保育料(16:00～18:00) ※短時間児のみ  １００円/日 

 延長保育料(18:00～19:00) ※短時間・標準時間共通 

                       １５０円/日 

【その他】 

 制服代・用品代など         １９，０００円程度 

 保護者会費 総会で決定(2024年度３，６００円) 

 



ゆめぐみ 

（２歳児） 

月額授業料（保育料）         ２０，０００円/月額 

  施設設備料             １，７００円/月額 

  教材料               ２，０００円/月額 

  給食費(予定)            ３，６００円/月額 

（主食費 600円/副食費 3,000円） 

  絵本代                 ４６０円/月額 

  合計               ２７，４６０円/月額 

 

【利用に応じて必要な費用】 

 早朝延長保育料(7:00～8:00)         １００円/日  

 一時預かり保育料(14:00～18:00)       ２００円/日  

 一時預かり保育料(土曜・長期休暇日)     ２５０円/日 

 延長保育料(18:00～19:00)           １５０円/日 

 

【その他】    

  通園バス利用料（希望者 ８月除く） １，０００円/月額 

  制服代・用品代など                 実費 

  保護者会費 総会で決定(2024年度３，６００円) 

 

奨学金制度 

2歳児園児で兄弟姉妹在園の場合、保育料は半額減免とします。 

  誕生日を迎えたら保育料が１号認定の保育料となります。 

２号認定を希望される場合は、鹿児島市の利用調整を受けます。 

 

９．利用定員 

 １号認定児 １００名 

 ２号認定児 ２０名 

 ２歳児 ２０名まで 

 

１０．利用の開始及び終了に関する事項など 

利用の開始 

１号認定児 

及び２歳児 

① 建学の精神である真宗保育にかなう選考  

・在園児・卒園児の弟・妹を優先受付 

・子育て支援事業の複数回利用者（たんぽぽ組・未就園児体験ク 

ラブ・子育て支援講座）を優先受付 

② 残り枠は先着順で受付 

 

 



（入園） 

入園を許可された幼児の保護者は、所定の入園調書を提出して入園

許可を受けるものとする。 

（休園及び退園） 

休園及び退園しようとするときは、幼児の保護者からその旨を届け

出なければならない。 

２号認定 鹿児島市が行う利用調整の後に、利用契約書を園と締結 

利用の終了 

以下の場合には幼児教育・保育の提供を終了します。 

① 園児が小学校に就学した時 

② 子ども・子育て支援法第２４条第１項第２号または第３号の規定により支給認定が

取り消されたとき 

③ その他、利用の継続について重大な支障又は困難が生じたとき 

 

１１．緊急時における対応方法及び非常災害対策 

台風の対応など、保護者全員に周知

すべき事項が発生したとき 

らくらく園児アプリ送信システムにて、連絡し

ます。 

保育中に発熱、体調不良などの症状

が見られたとき 

緊急連絡先に記載している連絡先にお電話し、

お迎えにきていただきます。病児のお預かりは

いたしかねます。 

火災、風水害などが発生した場合 状況に応じてお迎えに来ていただく場合があり

ます。その際は、連絡いたします。 

（緊急時における対応方法及び非常災害対策） 

本園においては、園児の安全の確保を図るため、就学前の子どもに関する教育・保育

等の総合的な提供の推進に関する法律第２７条において準用する学校保健安全法の規

定により学校安全計画を策定するとともに、同法第２９条第１項の規定により危険等発

生時対処要領を作成し訓練等を行う。 

本園は、就学前の子どもに関する教育・保育等の総合的な提供の推進に関する法律第

２７条において準用する学校安全法及び鹿児島市特定教育・保育施設運営基準条例に従

って、市町村、保護者等への連絡、警察署その他の関係機関との連携を図る。 

 

１２．虐待の防止のための措置に関する事項 

職員研修 年に１回実施 

通告義務 虐待を受けていると思われる子どもを見

つけた場合は関係機関に連絡する。（児童

福祉法第２５条に基づく） 

 



１３．提携医療機関に係る情報 

園医 鹿児島市高麗町 43-30 

医療法人玉昌会 ｷﾗﾒｷﾃﾗｽﾍﾙｽｹｱﾎｽﾋﾟﾀﾙ 田島紘己 

園歯科医 鹿児島市大黒町１－９－３F 

山内歯科矯正 山内和久 

園薬剤師 鹿児島市松原町１５－２１－４０２ 

立和田さなえ 

 

１４．要望・苦情に関する相談窓口（2025年 4月 1日現在） 

大谷幼稚園では要望・苦情等に係る窓口を以下のとおり設置しています。 

窓口 ・相談・苦情解決責任者：下野雅代（副園長） 

・相談・苦情受付担当者：浦本優（主幹）・横村かおり（主

幹） 

受付方法 直接の申出、もしくは職員室入口の目安箱へ 

第三者委員 中薗 博史 

 

１５．その他 学童クラブについて 

利用定員 ４０名 １年生～６年生 

開所日及び 

開所時間 

月～土曜日 学校終了時～１８：００まで 

延長保育 １８：００～１９：００ 

入園について 在園児を優先受付  

学童クラブに在籍している弟・妹を優先受付 

 

１６. 保険に関する事項 

 大谷幼稚園では、万が一の園での怪我等に対応するため、日本スポーツ振興センターの災

害共済給付制度（共済保険）への加入をお願いしております。支払方法は、５月の保育料請

求時に用品代として徴収いたします。保険に関する詳細は以下の通りです。 

〇加入保険の種類 日本スポーツ振興センターの災害共済給付制度（共済保険） 

〇加入保険の内容 死亡・障害保険 

〇補償金額 療養に要する費用の額の 4/10 

その他規定あり 

 

１７. 守秘義務及び個人情報の取扱いに関する事項 

（守秘義務） 

本園の職員は、就労規則第３２条（１１）に従い、職務上知り得た園児情報や個人情報、

及び学園関係者の不利益となる事項を他に漏らしてはならない（退職後も同様とする）。ま

た本園児童の保護者についても、同等の守秘義務がある（卒園・退園後も同様とする）。 



（個人情報の取扱い） 

 園児及びその保護者等に係る個人情報については、以下の目的のために必要最小限の範囲

内において使用する。 

〈使用目的〉 

監督官庁への各種届出、法律に定めるところの必要書類作成、各種募集等、情報主体の

利益享受及び権利の行使に必要と認められる場合は、正当な目的に限り使用する。 

  ・園児募集並びに入園に関する業務 ・保護者との連絡に関する業務 

  ・園児の保育に関する業務     ・園児の記録管理に関する業務 

  ・園児の健康状態に関する業務   ・卒園児の確認に関する業務 

  ・小学校への円滑な移行・接続が図れるよう、卒園にあたり入学する予定の小学校との

間情報を共有すること 

・他の幼稚園等へ転園する場合その他兄弟姉妹が別の施設等に在籍する場合において、

療育関係事業所や福祉関係者等を含む他の施設との間で必要な連絡事項調整をおこ

なうこと 

  ・緊急時において、病院その他関係機関に対し必要な情報提供を行うこと 

・市町村が認定した世帯所得に基づく毎月の基本保育料の金額の情報は、給付事務に必

要な範囲に限って利用すること 

 

 

 

 


